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は し が き

本報告書 は,文 部省科学研究費補助金総合研究(A)「 異 なる学校段階 での理数の学習

と関心 ・態度の質的変容 に関 す る継続調査研究」(課 題番号06301089)で の平成7年 度郵送

票調査1に つ いての集計結果 の報告 である。

理数長期追跡研究 グル ープは,国 立教育研究所科学教育研究セ ンターの科学,数 学,化

学 の各教育研究室を中心 と して プロジェク ト 「理科 および算数 ・数学の到達度 とそれに影

響 を与 える諸因子 との関連 に関す る長期的追跡研究」 を昭和61年 に発足 させ た。 この プロ

ジェク トでは,小 ・中 ・高等学校 か ら大学 および社会人 に至 るまでの理数 に関す る学習 お

よびその科学的態度等の諸 因子 に対 す る寄与や その変容 につ いての分析 を試 みる ことを 目

的 としてお り,こ れ まで,理 科および算数 ・数学の到達度 とそれに影響 を及 ぼす と思われ

る諸 因子 に関 して調査を実施 し,学 会等 で報告 して きた。

今 回は中学校2年 生か ら始 まり,本 年度高等学校卒業後2年 目となる方 々の集団を対象

に調 査を実施 する年 に当た り,こ の8月 か ら9月 にかけて郵送票 によ り調査 を行 った。 こ

の郵 送票調査 は,3年 前 にやは り高等学校卒業後2年 目となる方々 に実施 してお り,今 回

の調査は前回 の調査 と比較す ることによ り,こ の3年 間の変化 につ いて考察 が可能であ る。

さ らに,来 年度 は高等学校卒業後6年 目の郵送票調査Hと の比較 もす る予定 に している。

諸先生方 より内容等 につ いて忌揮のない ご意見 やご叱正を賜 われれば幸甚 である。

なお,今 回の郵送票調査 に関 しては前 回調査 と同様に主 として猿 田祐嗣委員 が担当 し,

まとめた ものであ ることを付記 してお く。

最後 にこの調 査に回答 していただ いた方 々,さ らに関係の各位 に御礼申 し上 げ る。 また,

郵送票 の送付や集 まって きたデー タの処理は山田ちえ子 さん,小 川友子 さん,鈴 木睦子 さ

ん,清 水佐奈江 さん,鶴 見悦子 さん,藤 本恵美子 さん,古 林知子 さん,西 周鈴子 さん らた

くさん の人 々の手に よってな された。 これ ら多 くの方 々に感謝 申 し上 げ る次第であ る。

研究代表者

松 原 静 郎

平成8年1月
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1.調 査の 概要

1.調 査 目 的

「理 数長 期追 跡研究 」の 一環 として,中 学校 第2学 年 および第3学 年,高 等学 校第1学

年 ～第3学 年時 の計5回,理 科 および数学 の到 達度 と科 学的 態度 に関 す る調 査 を実施 した

集 団2に 対 して,郵 送 票に よる追跡 調査 を行 う。具 体的 には,高 等 学校 卒業2年 後 の卒 業

生 を対 象 と して,卒 業 後の進 路状況,学 校 や職 業に 関す る質 問,科 学 的活 動,科 学的態 度,

科学観 等 を調査 す る。

2.調 査対 象 お よび回 収状 況

調査 対象 は,集 団2の うち,平 成 元年度 ～5年 度 の本 調査 のすべ ての 問題 ・質 問紙を 受

けた東 北 ・関東6地 域 の公 立高 等学 校7校 およ び国立高 等学 校1校 の564名 と,こ れ ら5年

間追跡 した者 を除 く高 等学 校第3学 年時 の対象 者 の 中か ら地 域お よび学 校規 模 を考慮 して

系統抽 出 し,最 終的 に調査 対 象者 を670名 選 び,計1234名 と した。

調査 用紙 は,返 信 用 封筒 を同 封 して,平 成7年8月 始 めに 一斉 に発送 され た。調査用 紙

の宛先 は,調 査 対象の 卒業 生 が高等 学校 第3学 年時 の連絡 先住所 と した が,宛 先不 明で 戻

って き たものが23通 あ った 。送 付数 お よび 回答 数 を次の 表に示 す。 ただ し,回 収 率は,そ

れぞれ 回答 数 を(送 付 数 一宛先 不明)で 割 った もので あ る。2月1日 現 在,322名 か ら回答

が寄せ られ,回 収率 は27%で あ る。

集団2

合計

男性

女性

公立

国立

対象者数

2162

1165

997

1850

312

送付数

1234

672

562

1093

141

宛先不明

23

15

8

18

5

回答数

322

155

167

252

70

回収率

26.6%

23.6

30.1

23.4

51.5

なお,参 考 と して,集 団3の 卒業 生に対 して,同 様 の形式 で1992年(平 成4年)に 行 っ

た郵送 票調 査の 送付数 お よび回 答数 を次に 掲げ る。

参考資 料

(1992年)

集団3

合計

男性

女性

公立

国立

対象者数

2200

1116

1084

1870

330

送付数

1305

633

672

1094

211

宛先不明

28

16

12

18

10

回答数

288

120

168

194

94

回収率

22.6

19.4

25.0

18.0

46.8

!



3.調 査時 期

郵送 票 は平成7年8月3日 に発送 し,9月20日 を締 め切 りと した が,締 め切 り日まで に

返送 さ れた のは312通,そ の後10月 末 まで にさ らに10通 が返 送 され た。

4.調 査 内容

巻末 に実 際に 用 いた調査 用紙 を掲 げた。 その 内容 を大 まか に分け ると,卒 業後 の進路 状

況,就 職者 に対 す る現 在の職 業 の状 況,進 学者 に対 す る現在 の学校 での 状況,科 学や数 学

に関す る活 動,科 学的 態度,科 学観,数 学 およ び理 科の 問題 に直面 した ときの態 度,等 か

らな って い る。

前回 の調 査(92年 実 施)と ほ とん と調査 項 目は共 通で ある が,分 量や 項 目内容 を検討 し

た結果,項 目を削除 した り,内 容 を 変更 した りした項 目がみ られ る 。次 に前 回の 調査用 紙

か らの変更 点を掲 げ る。

項 目番 号

今回 前 回 変更事項

(3) (3)前 回 の14個 の 選択肢 を分 割 し,新 たに3項 目増や し17個 の 選択肢

とした。

(6)(6)問 題 文 の 「あ て は ま る番 号 を ・ ・」 を 「最豆 あて は ま る番 号 を ・

～(9)～(9)・ 」 に修 正 し た 。

(10)(10) 問題 文 の 最後 に 「3の 「受 講 しな い」 と4の 「わ か ら な い 」 を選

ん だ 方 は,(12)に 進 んで 下 さ い。 」を 加 え た 。

選択 肢 の 「4.ま だ わ か らな い 」 を加 えた 。

(11) (11) 問題 文の 「あ なたは 」の 次 に 「大 学 ・短大 ・専修 学校 等で 」を加

える とと もに 「受講 」を 「勉 強 」 に修 正 した 。ま た,問 題 文の 「

あて はま る番 号を ・ ・」 を 「最血 あて はまる番号 を ・ ・」 に修正 し

た。

(12)(12) 選 択 肢 の 「4.ま だ わか らな い 」 を加 え た 。

(13) (13) 問題 文の 「あ なたは 」の 次に 「大 学 ・短 大 ・専修 学校 等で 」を加

える とと もに 「受講 」を 「勉 強 」 に修 正 した 。ま た,問 題 文の 「

あて は ま る番 号 を ・ ・」 を 「最豆 あて は まる番号 を ・ ・」 に修正

した 。

(18)(18)選 択 肢 の 「5.使 用 して い な い 」 を 「5.齪Lど 使 用 して いな

～(20)～(20)い 」 に修 正 し た 。

(21) (21)選 択 肢 を 前回 の5肢 か ら2肢 に変 更 し,具 体 的な活動 名 を細分化

して記 述 す る よ うに変更 した。

(23)一3)削 除

(25) 削除

(27) 削除

2



H.調 査の結果 と考察

1.卒 業生 の進路状況 および職業観 について

(1)高 等学校卒業後2年 目の状況

1995年 度 の郵送票の回答者の高等学校卒業後2年 目の状況 は、大学 ・短大 に在学 中が約

70%で 、残 りの約30%の うち在職中が約10%、 専修学校等 に在学 中のが約10%、 その他が

約10%で あ る。

現在 の状況

1992年 度の回答者 と比較す る と、大学 ・短大等 の進学者 の割合 が僅 かに高 い。 また、職

業 に就 いて いる者 と、専修学校 ・各種学校 に在学中の者 の割合 が、僅 かではあ るが減少 し

て いる。

(2)職 業選択に対 す る考 え方

職業 を選ぶ ときに どのよ うな考 えで、あるいはどの よ うな意識 で、職業 を選ぶかをたず

ねた ものである。回答結果 をそれぞれ グラフに示す。

社会奉仕型の職業を選 ぶか 自己充足型 の職業 を選ぶかをたずねた質問 では、全体では、

やや自己充足型の職業を もとめ る者 の割合 が高 い。男女 別 に見 ると、男性 は自己充足型 の

職業 を求 める者の割合が高 いが、女性 は社会奉仕型 と自己充足型 とがほぼ同 じ割合であ る。

この傾 向は、1992年 度:の回答者 の結果 と変 わ らない。

社会奉仕型か自己充足型か



仕事 に打 ち込 め る職業 を選 ぶか余暇を楽 しむための時間 の持て る職業 を選ぶかを たずね

た質問では、全体 では、やや後 者を求 める者 の割合が高 い。男女別 に見 ると、男性 は余暇

を楽 しむための時 間の持 て る職 業を求 め る者 の割合がか な り高 いが、女性 は仕事重視型 と

余暇重視型 とがほぼ同 じ割 合であ る。1992年 度 の回答者 との比較 では、余暇 を楽 しむため

の時間の持て る職業 を求 め る者 の割 合が仕事 に打 ち込 める職業を求 める者 よ りか な り高 く

な って いるところに特徴 がみ られ る。

仕事重視か余暇重視か

将来 の昇進 を重視す るか家庭生活 を重視す るかをたずねた質問では、全体 では、後者 を

求め る者 の割合が高 い。男女別 に見 ると、男性 も女性 も将来高 い地位につけ ることよ り平

凡で も幸福 な家庭の作 れる職業 を求 める者の割合が高 い。

昇進重視型か家庭重視型か

能力 の発揮で きる職業 を選ぶか安定 した職業 を選ぶ かをたずねた質問 では、全体で は、

前者 を求 め る者の割合が かな り高 い。男女別に見 ると、男性 も女性 も同 じよ うに、安定 し

て いな くて も能力の発揮 で きる職業 を求 める者 の割合 が高 い。

科学 や数学 が必要 な職業 を選ぶか科学や数学 が必要 でない職業を選 ぶかをたず ねた質問

で は、全 体では、後者 を求 め る者 の割合が高い。男女別 に見 る と、1992年 度 の回答者 の男

性 は、科 学や数学 を必要 とす る職業 につ きたい者の割 合がやや高 いが、今回 の男性 の回答

者 は科学 や数学 の必要 でない職業 につ きたい者の割合がやや高 い。



能力発揮の職業か安定 した職業か

また、女性 は科学や数学が必要でない職業 を求 め る者 の割合がか なり高 く、科学 や数学

が必要 な職業を求 める者の約3倍 にな ってい る。 この傾 向は、1992年 度 の回答者 で も変わ

らない。男女の違 いがは っきり していて、男性 に比 べて、女性が科学や数学 にたいする一

種 のア レルギーを もって いる人が多 い ことを示 してい るよ うに思われ る。

理数が必要な職業か必要 ない職業か

(3)適 した職業

自分 に適す る職業 をたずねた質問で ある。

次 に示す表は、回答者 が適 していると思 うと答えた職業の うち割合の高 い上 位の ものを、

男女全体、男性 、女性 それぞれにつ いて抜 き出 した ものであ る。括弧内は回答者の割合

(%)を 示 してい る。

全体で見 ると、事務 の職業 が30%と 割合が最 も高 い。次が技術者 と しての職業 である。



男性の適 して いると思 ってい る職業 の うち、 その割合が高いのは事務 の職業 と技術者 と し

ての職業で合計で50%を 越 えてい る。女性 の適 していると思 ってい る職業 は、事務 の職業

が31%と か な り高 い。

(4)就 業者 あるい は就職 内定者 の職業

職業 につ いて いる人、 または就職 が内定 した人 に、職業 の業種 をたずねた質問 である。

回答者 は全体の21%で あ る。

回答者 を職業別の割合でみ ると、事務 の職業29%、 販売の職業17%が 割合 の高 い職業で

ある。 また、男女別 に見 ると、男性 は農業 や漁業 などの戸外 の職業 と専門的職業 の割合が

高 く、女性 は事務の職業 と販売 の職業 の割合 が高 い。

(5)就 職者の職 業 に対 す る評価

就 いて いる職業 に対 す る評価 をたずねた ものである。

回答者で ある在職者を基 に考 え ると、職業 に対 する評価の割合 は次 の グラフのよ うにな

る。回答者数が少な く、は っきりした ことは分 か らないが、傾 向はよみ とれ る。

希望 の職業 について いる者 は、全体 で42%で 、希望の職業 についていない者 は58%で あ

る。1992年 度の回答者 との比較 では、希望 の職業 につ いてい る者 の割合 が減少 して いる。

希望の職業 について いる者 のほ とん どの者 は職業の内容 も満足 してい る。 また、希望 の

職業 につ いて いない者は、半数 以上 の者 が職業 の内容 にも満足 していない。

現在の職業に対する評価



2.進 学 者 の進学 状 況 、 数 学 ・自然 科 学 科 目の 受講 状 況 お よび そ の理 由 に つ いて

(6)～(13)の 質 問は、大学 ・短大 ・専修学校等 に在学 中、 または、進学 するっ も り

の人のみを対象 としてい る。 そ こで以下 では、反応率の無答(在 職者等)の 割合 を除 き、

各選択肢 への回答の合計を100%と 変換 した。 また、公立 ・国立校卒業生 の両方 について、

1995年 と1992年 の反応率を図で示 した。分析 は主 と して、公立校卒業生の傾向について述

べ る。男女差 について は、1995年 の公立卒業生 の反応率 に10%以 上 の違 いが ある場合 に と

りあげる。

(6)大 学 ・短大 ・専修学校等での専攻

18の 専攻の うち公立校卒業生の回答 は17を 除 くすべて にち らば っている。10%以 上 は工

学系(17%)、 商学経済系(14%)、 文学系(13%)の3っ で ある。 これ らを10の 専攻 に

ま とめて表 したのが図1で あ る。理学系 は5%、 教員養成系は6%で あ る。1992年 と比較

す ると、 いわ ゆる理 系(理 学、工学、情報処理、その他医療 ・医学な どの合計)は1995年

37%、1992年38%と ほぼ同 じであ る。理学系 は1992年 の2%か ら1995年 の5%に 増えた。

男女差 につ いてみ ると、工学系 は男子30%女 子4%、 商学経済系 は男子21%女 子6%で

男子が高 い。逆 に医療技術 ・看護系 は男子1%女 子13%、 文学系 は男子8%女 子18%で 女

子が高 い。 これ らの傾向は1992年 度 とほぼ同 じである。

(7)学 校選択 の基準

図2か ら、公立校卒業生の学校選択 の基 準を多 い順にあげ ると、希望の専攻が ある(46

%)、 総合的な学業成績 に適 して いる(21%)、 自宅通学が可能で ある(14%)、 希望 の

職業 につ くの に有利 である(13%)、 校風が好 きである(3%)、 その他(3%)で あ る。

1992年 と比較す ると、希望 の職業が減 り、 自宅通学 を基準 とす る人 が増えた。

男女差 についてみ ると、総合的 な学業成績 に適 しているは、男子29%女 子14%で 男子が

高 い。一方 、希望の職業につ くのに有利 であるは、男子8%女 子19%で 女子が高 い。 これ

らの傾向 は1992年 と同 じであ る。



(8)専 攻選択の基準

図3か ら、公立 校卒業生 の専攻選択 の基準を多 い順 にあげると、興味 のあった(好 きな)

科 目(52%)、 希 望の職業 に関連(23%)、 成績 も良 く好 きであ った科 目(15%)、 成績

の良 か った科 目(6%)、 その他(4%)で あ る。好 きな科 目が一番大 きな要因 とな って

い る。1992年 と比較す ると、希望 の職業が10%減 り、好 きな科 目が増 えている。

(9)現 在の専攻 に対 する評価

図4か ら、公立校卒業生 の専攻 に対す る評価 を多 い順 にあ げると、希望の専攻 であ り内

容 も満足 して いる(43%)、 希望 の専攻であ ったが内容 には満足 していない(35%)、 希

望 の専攻 ではなか ったが内容 は満足 して いる(14%)、 希望の専攻 でな く内容に も満足 し

ていない(7%)で あ る。っ ま り、現在の専攻 に満足 して いる学生 は6割 であ る。1992年

と傾向 はほぼ同 じであ る。



(10)数 学 の受講

図5か ら、公立 校卒業生 の大学 ・短大 ・専修学校等 での数学受講 は45%、 受講 しないは

51%で あ る。つ まり、受講 す る ・受講 しない人は半 々であ る。1992年 と比較す ると、受講

しないは51%で 同 じで ある。国立卒業生 で数学を受講 しないは1995年1992年 と も27%、 約

4分 の1で ある。

男女差についてみ ると、専門教育科 目で も受講は、男子37%女 子16%で 男子が高 い。受

講 しないは、男子34%女 子69%で 女子 が極 めて高 い。 これ らの傾向は1992年 と同 じで ある。

(11)数 学を勉強 する目的

この質問 は、本調査 の科学観調査(数 学)の 全学年間(小5～ 高3)共 通問題(22)を 、

大学生等 によ り適切 な表現 に変 えた ものであ る。 そ こで小中高 の結果 と比較 が可能 である。

図6.1は1995年 の郵送票調査を受 けた集団2、 図6.2は1992年 の郵送票調査 を受 けた

集団3の 結果であ る。図6.1か ら、公立校卒業生の大学 ・短大 ・専修学校等での数学勉

強 の目的を多 い順 にあげると、必修であ るか ら(43%)、 考 え方 を身 につ けるため(22%)



、試験 に役 に立つか ら(15%)、 その他(13%)、 社会のいろいろな面 で役 に立つか ら(7

%)で ある。社会で役に立 つか らとい う理 由は中2で は60%と 最 も多 いが高2ま でに毎年

10%程 度ずつ減 り27%と な り、郵送票で はわずか7%と な って しまう。一方郵送票では、

数学 が必修であ るか らは43%で あ り、高3の20%か ら急 に増 えて いる。考 え方 を身 につけ

るは中2か ら郵送票 までほぼ一定 である。

1992年(図6.2)郵 送票調査では、考 え方 を身 につけると社会 で役 に立つが15%で 同

じであ った。
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(12)自 然科学の受講

図7か ら、公立校卒業生 の大学 ・短大 ・専修学校等 での自然科学(数 学関係 を除 く)受

講 は69%、 受講 しな いは22%で ある。っ ま り、約7割 が受講 し、前述 の数学 に比 べると高

い。 この違 いは 自然科学の一般教育科 目だ けでの受講 の多 さにあ り、 自然科学 は49%と 高

いが、数学は19%で あ る。国立卒業生 は1992年 に自然科学 をほぼ全員 が受講 して いたが、

1995年 には約8割 に減少 している。

男女差 につ いてみ ると、専門教育科 目で も受講は、男子25%女 子14%で 男子が高 い。受

講 しないは、男子15%女 子30%で 女子が高 い。 これ らの傾向は1992年 と同 じである。ただ

し、1995年 にはわか らない とい う選択肢が新設 され、その割合は男子15%女 子4%で あ る。

(13)自 然科学 を勉強 す る目的

この質問は、本調 査の科学観調査(理 科)の 小5・ 小6・ 中2・ 中3・ 高2・ 高3の 学

年間共通問題(30)を 、大学生等 によ り適切な表現 に変えた もので ある。 そこで小中高 の

結果 と比較が可 能であ る。

図8.1は1995年 の郵送票調査を受 けた集団2、 図8.2は1992年 の郵送票調査を受けた

集団3の 結果で ある。図8.1か ら、公立校卒業生の大学 ・短大 ・専修学校等 での自然科

学勉強 の目的 を多 い順 にあ げると、必修で あるか ら(35%)、 考 え方 を知 ることが大切 だ

か ら(28%)、 社会の いろいろな面 で役 に立っか ら(23%)、 試験 に役に立つか ら(7%)

、考 える力 がつ くか ら(7%)で あ る。社会で役 に立 っか らは、中2か ら郵送票 まで25%

前後に一定 している。考 え方 を知 ることが大切 だか らは、中3で45%と 多 いがその他は30

%前 後であ る。必修 であるか らは郵送票 で35%、 高2で26%、 中2で23%だ が、中3で は

11%と ここだ け低 くな っている。試験、考 え る力 がつ くか らの2っ は いずれの学年 も10%

前後であ る。

男女差 につ いてみ ると、考 え方 を知 るは男子32%女 子22%と 男子が高 い。 この傾 向は19

92年 と同 じで ある。



図8.1自 然 科学 を勉強 する目的(集 団2)

図8.2自 然科学を勉強す る目的(集 団3)



3.日 常生 活 における数学 ・科 学 に関する活動 状況 につ いて

(14)テ レ ビ ・ラ ジオ の科 学 ・数 学 番組 の視 聴

テ レ ビや ラ ジオな どの科 学や 数学 に関す る番 組の 視聴 につ いて,そ の 頻度 を尋 ね たと こ

ろ,グ ラ フ に示 したよ うに,92年 お よび95年 と も全 体で は 「ほとん どな い」 とい う回答 が

最 も多 く,約 半 数(92年:47%,95年:54%)を 占めて いる 。視 聴 して い る者で も,週 に1

回以上 視聴 して いる者 の割 合 は,92年 調査 よ りも減 る傾 向が 全体 あ るい は公 立で もみ られ

る。公 立の 男女 別の結 果 か らは,女 性 の視 聴 は横這 いで あ るのに対 して,男 性 の視聴割 合

が減 っ てい る。

(15)科 学 ・数 学 ・コ ンピ ュー タ関 係雑誌 の購 読

科学 や数 学,コ ンピュー タに関 す る雑誌 の購 読 に っいて,そ の頻 度 を尋ね たと ころ,グ

ラフに示 した よ うに,全 体 では92年 も95年 も読 まな い者 が約7割 に達 す る。 それ に対 して,

定期的 に読 む と いう回答者 は数%に す ぎな い。 しか し,男 女 別の結 果 か らは,両 調査 と も

ほぼ同様 の 傾向 を示 し,定 期 的読者 あ るい は不 定期 購読 者合 わせて,男 性 の割合 が女性 を

上回 り,男 性の 方が科 学 ・数学 ・コ ンピュ ータ 関係 に対 す る関心が 高い ことがわ か る。



(16)本 ・新聞 などの 科学 ・数 学記 事 への興味

本や 新聞 などで科 学 ・数 学 関係 の記事 や 内容 に遭 遇 した と き,ど うす るか を読 む頻度 で

尋 ねた ところ,グ ラフ に示 した ように,読 まな いと 回答 した者 は全 体で は92年 は17%で あ

ったが,95年 は23%に 若干 増 え,逆 にほ とんど毎 回読む とい う者 が92年 の16%か ら95年 の

12%へ と減 少 して いる 。男女別 にみ ると,92年 お よ び95年 ともに,雑 誌 の購 読 と 同様,男

性 の方 が科 学 ・数学記 事へ の関心 が 高 く,ほ と んど毎 回読む 者 が女 性の4%(92年)お よび

6%(95年)に 対 して,男 性 は27%(92年)お よび20%(95年)に 達 する 。

(17)学 校 時代 に学ん だ理 科 や 数学 の知識 の職 業 ・生活 への役立 ち

学校 で学 んだ理科や 数学 の知 識が,現 在 の職 業 や 生活 の中 で役立 って いる か ど うかを尋

ね た と ころ,グ ラフに示 した よ うに,ど ち らともい えな いとい う回答 が92年 お よび95年 と

もに全 体 の約6割 を占め,最 も多 い。 役立 って い る と回答 した者 は92年 が27%,95年 は26

%で,役 立 って いない と回答 し た者(92年:15%,95年:19%)を 上 回 って い る。 男女 別

で は,役 立 って いない と回答 し た者 の割合 が男性23%(92年),26%(95年)に 対 して,女 性

は13%(92年)と18%(95年)で あ り,男 性の 方が 女性 よ りも幾 分多い傾 向 がみ られ る。



また,役 立 って いる と回答 した82名 中,具 体 的に どん な こ とに役 立 って い るか を記述 し

た34名(複 数 の事項 を挙 げ た者 が いたため,延 べ数 と しては39件)の 内容 を みて み ると,

数 学 に関す る事 項 が16名,理 科 に関 す る事 項 が12名,科 学的 あるい は数 学 的 見方 ・考 え方

に関す る事 項が2名,そ の 他の 事項 が11名 とな って いる。そ れ らを紹介 す る と,

[数 学 に関 す る事項]

日常 の計 算,確 率,微 積 分,コ ンピュー タの 使用 に際 して2進 数(8,16進 数)の 考 え

方 が役 立つ,プ ログラ ミン グの アル ゴ リズ ム,等

[理 科 に関 する事項]

薬品 の濃 度,物 理(力 学),看 護 学校で 化学 ・生 物 の 知識 が役立 っ,薬 晶 関係 の事件 の

記事 を理解 す るため に,遺 伝 子 治療 や地震 に関 す る大学 の授 業を受 け る際に,食 品の成 分

表 示を み る際に,草 花 の栽 培,等

[科 学 的あ るい は数学 的見 方 ・考 え方に関 す る事項]

いろ いろ な自然現象 の理 由 を考 え るとき,日 常生 活 にお け る問題 を考 える とき

[そ の 他の 事項]

家庭 教師 に役 立っ,日 常 の話 題 に なる,栄 養 士 を 目指 して いるか ら,大 学 での 授業 に役

立 つ,等

(18)電 卓 の使 用頻度

現在,電 卓 を どの程 度利 用 して い るか,そ の 頻度 を尋 ねた ところ,グ ラフ に示 した よ う

に,92年 お よび95年 と もに 全体 の約8割 が 頻度 の差 はあれ,電 卓 を使用 して いる。 ほ とん

ど毎 日使用 して いると回答 した者 は両調査 とも に全 体の 約2割 で あ る。

(19)コ ン ピュ ータの使用 頻度

現在,ワ ープ ロ としての 使用 のみ を除い て,コ ン ピュ ータ を どの程度 利用 して いるか,

そ の頻 度 を尋ね たとこ ろ,グ ラ フに示 した ように,92年 お よび95年 とも に全体 の3分 の2

はコ ン ピュ ータ を使 用 して いな い。ほ とん ど毎 日使 用 して い ると回答 した者 は92年 は全 体

の8%で あ った が,95年 は6%に 減 少 し,コ ンピ ュータの頻 繁 に使用 す る者の割 合は増 え て

いな い ことを示 して い る。



(20)ワ ー プ ロの使用 頻度

現在,ワ ープ ロをどの程 度利 用 して いる か,そ の 頻度 を尋 ね たと ころ,グ ラフ に示 した

ように,92年 お よび95年 と もに全体 の約半 数 が使用 して いる と回答 して いる。 しか し,コ

ンピュ ータ と同 様,使 用す る者 の割 合 が増 えて いる とは 言 い難 い。 また,コ ンピ ュータ と

異な り,ワ ープ ロは女 性の 方 が使用 して い る割 合が 高 い。

(21)ス ポ ーツ ・趣味 ・ボ ラ ンテ ィアな どの活 動頻 度

職場 や学 校,地 域,家 庭 な どで,ス ポー ヅや趣味,ボ ラ ンテ ィア活動 な どを どの程度 行

って い るか,そ の頻度 を尋 ねた とこ ろ,グ ラフ に示 した ように,92年 は約5割 が何 らかの

活動 を行 っ てい ると回答 して いたが,95年 は約4割 に減 少 してい る。

その 具体 的 な活動 を記述 内容 か らみてみ ると,[運 動 ・ス ポーヅ 関係]は132名 が33種 類

のスポ ーヅ を行 ってお り,上 位5位 を あげ ると,テ ニス41名,バ ス ケ ヅ トボ ール14名,バ

トミン トン10名,サ ッカー10名,野 球9名 の順 であ る。[美 術 ・音 楽 関係]は64名 が25種

類の活 動 を行 い,上 位5位 は,ピ ア ノ15名,吹 奏楽7名,音 楽鑑賞7名,書 道4名,演 劇

4名 の順 で あ る。[ボ ラ ンテ ィ ア活 動]は13名 が12種 類 の活 動を行 って お り,そ の内容 も



施設で 子供 の世 話をす る,障 害 児 との交流,募 金活 動,夏 休 みに阪 神大 震災 のボ ラ ンテ ィ

ア,等 とな って いる。[科 学 ・数 学 ・コ ン ピュ ータ 関係]に っいて は15名 が10種 類 の活 動

を行 っ てい るが,半 数 はパ ソコ ンや パ ソコ ン通 信に 関す る活 動を行 って いる。[そ の他]

の活動 としては,英 会 話,国 際 交流 サー クル,人 形 劇,法 律 サー クル,等 を9名 が行 って

いる。



4.科 学的 態度 につ い て

ここで は,質 問項 目(22)の 科 学 的 態度 の結果 を,価 値 観1,2,理 科 の学 習,男 女差,

科学の 害 の面,学 校生 活の 項 目に分 けて,前 回 の平 成4年 度 のデー タ との比 較 を交 えて 検

討 を行 った。

なお,前 回の分析 と同様,設 問に 対す る回答 の選 択肢 が

1が 肯 定,2が やや肯 定,3が 中立,4が やや否定,5が 否 定 とな るの で,1と2を 合 わ

せて肯 定 とす る見方,4と5を 合 わ せて否 定 す る見 方 と して 考 える ことに した。

① 価 値観 に関 す る項 目一1(理 数 の価値)

4)5)10)11)24)の 科学 や数 学 に対 す る価値 の認 識に関 わ る5項 目を ここ に分類 す る。

4)は 資金 投入 の価値,24)は 科学 関係 への 予算 拡充の 是非 を問 う設 問で ある。

4)の 科 学 にお 金 を使 う価 値 につ いて は56%が 肯定 し,否 定 の11%を 大 き く上回 って い る

ことや 男子 の肯 定65%で 女 子 が49%と 男子 の方 が肯 定の 割合 が大 きい こ とは,前 回と同 様

の傾向 で あ る。 しか し,肯 定 は前 回 が74%あ っ た こ とと比べ ると20%近 い減 少で,資 金 投

入の価 値 が見直 されて いる様 で あ る。

この 傾 向 は24)で さらに顕 著 で,肯 定 が男 子34%,女 子15%で しか な く,否 定 がそ れぞ れ

59%,76%と 大 きく上 回っ てい る。科 学に 資金 を使 うこ とに 価値 を認め なが らも これ以 上

の予算 拡充 には 否定 的 な回答 とな って いる 。

5)の 理数 と国 の発展 の関 連 につ いて も肯 定 が男女 とも60%前 後,否 定 が10%程 度 と前 回

と同様 な傾 向を 示 して はい るが,肯 定が10%程 度減 少 してお り,科 学の 価値 観が 低 くな っ

て きて いる ようで ある 。

10)11)の2項 目は理 数の 日常 の生 活 との関連 につ いて の設 問で あ る。

10)の 日常生 活の 問題 解決 に役立 つか につ いて は肯定 が40%で 否定 が26%で あ る。

11)の 科 学 が一層 生活 を豊 かにす るに つい ては 肯定 が28%で 否 定 は32%で あ る。い ずれ も

前 回 と同様 の傾 向だが,肯 定が5%程 度 減少 し否 定 が5%程 度 増加 してお り,科 学 の必要 性

に対 して否 定 的 な傾 向 が増 えて きた ようで あ る 。



② 価 値観 に関 する項 目一2(理 数 と職業)

9)は 就職 と科 学関係 の知 識 の 必要 感にっ いて の設 問で,男 女 とも に25%程 度 の 肯定に対

し女子 の否 定 が37%と 男子 の29%よ り大 き く,前 回 同様 の傾 向であ るが就職 に際 し科 学 的

な知識 が取 り立 てて必 要 と は考 えて いない ようであ る。 。

18)の 職 業 と科学 関係 の知 識 の必 要感 につ いて も前 回 と同様 に,9)と ほ ぼ 同 じ傾 向 とな っ

た。理 数関 係 の知識は 就職 や職 業へ の必要感 に あ ま り関 わっ ていな いよ うで あ る。

③ 理 科 の学習 に関す る項 目

30)は 理 科 の学習 内容 が多 かった かを 問 う設 問 で否定 が40%弱 で あ る。前 回に 比べ ると,

10%程 減少 して お り肯 定 が5%増 え てい る。 学習 内容 は 多い とと らえ る傾 向が増 えて きて い

る。

④ 男女差 に関 する項 目

16)29)の2設 問は,男 女 間に 差が な いとす る立場 か らの質 問項 目で,3)19)25)は 男子 を

優位 とす る立場 か らの質問 項 目で あ る。

16)の 専F5的 な職 業 に就 く必要性 につ いて は,男 子61%,女 子72%と 肯 定 が多 い。

29)の 科 学 へ の興 味 に つい ては,男 女 とも に肯定 が30%前 後 な のに対 し,否 定 で は男子 が

18%で 女子 が30%と,男 子 が思 って いるほ ど女 子は科学 への興味 を持 って い ない と考 え ら

れ る。



3)の 男子 が女 子 よ り自然 科 学 につ いて知 って い る必要 性を 問 う設 問で は,男 女 とも肯 定

は15%未 満 で否 定 が50%程 度 とな り,前 回 同様 男子 がよ り多 く自然 科学 を知 って い るこ と

を必要 とは認 め ていな い よ うで あ る。

19)の 男 子の科学 者,技 術 者 への 職業 適性 につ いては,男 子は 中立 が43%と 最 も多 く,肯

定 と否 定は いず れも30%弱 で拮 抗 して いる 。一 方女 子は40%が 肯定 して お り,男 子の方 が

適 性が あ る と考 えてい るよ うで ある。

25)の 男 子が 生 まれつ き,数 学的 科学 的 な能力 を持つ とす る設 問 に対 しては,否 定 が45%

程度で,さ らに 男子の 肯定 は12%と 少 な く,生 まれ つきの能 力差は ない と考 えて いるよ う

で ある。

これ ら,男 女 差 に関 す る項 目につ いては いず れも前 回 と同様 の傾 向が見 られ,男 女間 に

科学 に関 しての 能力的 な差 はな い と考 える もの の,興 味 や適 性 につ いて は差 があ ると考 え

る傾 向 が見 られ る。

⑤ 科 学 の 害の面 に関 す る項 目

2)7)27)28)の4項 目は,科 学 と世 の中の 問題 との 関連 につ いての 設問群 で あ る。

2)の 科 学 の発 明 と世 の中 の複 雑 さへの関 連 につ いては,男 女 とも に40%前 後 の 肯定 で否

定 を10%程 度上 回 る。

7)の 科学 が世 界を破 壊す ると いう見方 を問 う設問 では,肯 定 が40%強 で,2)と 同様の傾

向 を示 して いる。 また,2)7)と もに女子 は 中立 が男子 よ り10%以 上 多 く,女 子の 方が どち

らとも決め かね て いる傾向 がう かが える。

27)の 科 学的 な発 見の もた らす害 につ いて の設 問では 中立 が55%で 多 く,肯 定 は16%と 少

ない。

28)の 科 学技 術 が世 の 中の 問題の 原 因 とす る見 方につ いて の設 問で も,中 立 が50%と 多 く,

肯定 は24%と 少 ない。

この結果 を2)7)の 設 問に 対す る回答 と併 せて 考 え ると,科 学的な発 見 が害 をも た らして

いるとか1科 学 が世の 中の 問題 の原 因 とは 必ず しも とら えて はいな いよ うだ が,科 学 が世

の 中を複雑 に した り,破 壊 した りす ること に関 与 して い るとは とら えて いる ようである 。

これは,前 回に比べ否 定の 割合 が減 って きてお り,よ り明確 にな って き た。



⑥ 学 校生 活 に 関す る項 目

1)は 教育 の重 要性 に つい ての認識 を問 う設 問 で,前 回 同様 明確 な肯定 が60%を 越 え,肯

定 全体 では90%近 くに な り,圧 倒 的 に教育 の重 要性 を認 めて いるこ とが わか る。

15)は 物 事 を突 き詰 め て考 え るこ との好 き嫌 い を問 う設 問 で,男 子53%,女 子43%と10%

の差は ある が好 きとす る者 が多 い。前 回 と同様 の傾 向で突 き詰 めて 考 え る事 への興 味が増

して きて い る よ うであ る.

⑦ 数 学 の 学習 量に関 す る項 目

21)は 学校 の数 学(算 数)の 内容 が多 す ぎ たか どうか を問 う設 問で,学 習す る内容 が多 い

と考え る卒 業生 が,全 体で は前 回 よ りも多 くな って いる。 この ことは,否 定 ・や や否定 を

合わせ た数 字か らも言 える 。国 立で は今回 「ど ちら とも言え な い」 が36%と 増 え,そ の 分,

否定 ・やや 否定 が減 って い る。今回 も前回 と同 様,国 立 と公 立 とで はそ の認 識 が まるで 正

反対で あ る。国 立では 数学 の学 習内 容 が多 いと は思 って いな いが,公 立 で は多 い と感 じて

⑧ 情 報化 社会 と理数 に関 す る項 目

6)は 学校 で電 卓 を使 えば複雑 なデ ータ を使 った勉 強 も する ことが で き るか どうかを問 う

設問で あ り,で きると考え る卒 業生 は6%増 え七 い る。前 回 と比べ て,公 立 では あま り変

化 はみ られ ない。 しか し,国 立 では30%か ら49%と 約2倍 近 くの伸 びで 電卓 の有 用性 を認

めて い る。



12)は 字 がきれ いな こ とが社会に 出 た とき有利 かどうかを 問 う設問 であ る。全 体 で は,肯

定 ・や や肯 定 を合 わせ ると,前 回84%,今 回87%と いず れ も高 い数 値 を示 してい る。社 会

に出る と感 じる こ とな ので はな いか。

13)は コ ンピ ュー タは ほと んどす べて の問 題 を人間 がや る よう りも上手 に解決 す るか ど う

かを問 う設 問で ある。全体 で は,肯 定 ・やや肯 定 を合 わせ る と,前 回19%が 今回27%と8

%増 えて い る。 この3年 間 にコ ンピュータ が飛 躍 的 に進 歩 し,そ の可能 性 が ソフ ト面で 大

きくな って きた か らで はな いか。 国立 と公 立を比較 する と,前 回も今 回 も同 じ結 果 とな っ

てい る。 国立 は公立 よ りも設 問 に否 定 的で あ る 。

17)は そ ろば んを使 う と数 の仕組 みが よ くわか るようにな るか どうかを 問 う設 問で ある。

肯定 ・やや 肯定 が前 回21%だ っ たものが,今 回 は26%と5%伸 びた 。この伸 びは,国 立 の

肯定 ・やや 肯定 が多 くな っ たこ とに起因す る。

22)は こ れか らは誰で もコ ンピュ ータ につ いて何 らか の勉 強 が必要 にな るかど うか を問 う

設問 で あ る。全 体で は,肯 定 ・やや 肯定を 合わ せ る と,前 回81%,今 回82%で い ずれも高

い数値 を示 して いる。社会 に出 ると感 じる ことなの では な い か。特 に,国 立 が91%と 高 い

数値 を 示 して い る。



⑨ そ の他 の項 目

以下 は,い ず れも高 等学 校 までの調査 で はな かっ た設 問で あ る。

8)は 人 の成功 不成功 は運 次第 であ るか ど うか を問 う設 問で あ る。 前回 は回答 に ば らつ き

があっ たが,今 回は どの回答者 群 で もほぼ 同 じ傾 向 の回答 となって いる。肯 定 ・やや肯 定

は前 回 の31%か ら今回 は28%に やや 減 って いる。

14)は 一所懸 命 に 努力 すれ ば誰 で も成 功 で きるか どうかを間 う設 問 であ る。全 体で は,肯

定 ・や や肯定 を 合わせ ると,前 回54%だ ったも のが 今回 は62%と8%増 えて い る。肯定 だ

けを比 較す ると,前 回 も今 回 も同様 の傾向 を示 して い る。



20)は 一 般市 民で も国 の政 策 に影 響 を与 え るこ とがで きるか ど うか を問 う設問 であ る。 全

体では,肯 定 ・やや肯 定 を合 わせ る と,前 回53%,今 回51%と ほ とん ど変化 がな い。前 回

国立の 男子 は否 定 ・や や否 定 が 多 く,女 子 のそ れ は男子 た比 べて少 なか った。

23)は この世 か ら戦 争 をな くす こ とは 不可 能で あるか どうかを問 う設問 である 。全 体で は,

肯定 ・やや 肯定 を合 わ せ る と,前 回56%か ら今 回43%に 減少 してい る。前 回公立 の男子 は

女子に 比べ てそ の数値 が高 か っ たが,今 回 は国 立 も公立 も男 女差が 歴然 としてあ らわれ た。

26)は こ の世 の 中の神 秘的 な事柄 もい つか は科 学 がそ の秘 密 を解 き明 かす かど うか を問 う
.設問で あ る

。全 体で は,肯 定 ・やや 肯定 を合 わ せ る と,前 回 の46%か ら今夏 は26%に 減 少

してい る。現代 の科学 技術 で様 々な ことが解 き明か され るこ とに否 定的 であ る。前 回よ り

も今回 はそ れが はっ き りして い る。公立 よ りも 国立 の方 が顕 著 であ る。



5.科 学 観 に つ い て

こ こで は,質 問 項 目(23)の 科 学 観 調 査 につ いて述 べ る。

郵送票調査 には科 学観調 査項 目が4項 目あ り,そ の第1は 「科学研究の主要 な目的」 に

ついて聞 く項 目であ る。第2～3項 目は身近 に接 してい る環境,科 学技術 に関 して判断 を

問 う項 目であ り,第4項 目は新技 術の導入の際の基準 にっ いて問 うものであ る。 これ らの

項 目はいずれ も,学 校 において実施 されて いる質問紙調 査の中に も含 まれてい る。

以下 に,今 回(集 団2)お よび前 回(集 団3,1992年 実施)の 郵送票調 査の結果 と,郵 送票調

査の対象 とな った集団が学校在学中に実施 された これ までの科学観調査の結果を並べて図

示す る。 ただ し,郵 送票調査では これまでの調査 と同様 に公立学校出身のみを対 象 とし,

その集 団か ら偏 りな く返送 された もの として ここで は扱 った。

〈科学研究 の目的 〉

この項 目では,図1の とお り,郵 送票調査 において もこれ までの調査結果 と同様 に 「よ

り幸福 な生活 の供与」 とす る,純 粋科学的側面 よ りその応用の面 を回答 した割合が最 も多

く,次 いで,「 事実 の発見,収 集,分 析」 が多 か った。

前回(集 団3)の 郵送票調査 と比 べると,純 粋科学的 な側面 についての三つ の選択肢の回

答割合は いずれ も前回 と同様 であり,「 絶対的真理 の発見」の回答 が高3に 比べて半減 し

ている点 も同様 であ った。



一方,応 用面の 「よ り幸福な生活 の供与」 と 「技術的な進歩」 を回答 した割 合の合計 は

ほぼ50%で あ り前回 と同 じであ ったが,今 回 は 「よ り幸福 な生活 の供与」の回答 が前回 に

比 べてい くぶん増えて いた。 さらに,集 団3(前 回)が 高校 時代 に比べて この回答がい くぶ

ん減少 しているの に比べて,集 団2(今 回)は この回答がい くぶん増加 してお り,対 照的 で

あ った。

〈ゴ ミ対策 〉

この項 目で は,図2に 示す とお り,い ずれの調査で も 「必要最小限の ゴ ミだ け出 し,そ

の他 は自分 で処理 した り,リ サイ クルす る」 の回答が最 も多 いが,郵 送票で はい くぶ ん減

少 し,特 に今回(集 団2)は 高校1年 に比べて10%近 く減少 していた。

次いで 「現状 はがまん す るが,研 究を義務付 け,各 家庭が料金や手間 は負担す る」の回

答がいずれ も3分 の1程 度 と多 く,上 記回答を加 え るとほぼ8割 以上 であ った。 しか し,

今回(集 団2)の 郵送票 では 「各家庭で処理す る」 と 「現状が よい」 とす る回答が高校1年

に比べてい くぶん増 えていた。



〈原子力発電 〉

この項 目は図3の とお り,ど の学年 において も 「原子力発電 を現状 の数 に制限す る」 が

最 も多 く,「 他 の発電で不足す る分だ け原子力発電 を使 う」が次 いでいるが,そ の差 はほ

とん どない。

集団2で は全学年 を通 して 「い っさい禁止 」 と 「不足分だ け使用」 の選択肢の割 合は40

%程 度 で変化 していないが,ど の学年 で も 「原子力発電の開発を促進 する」割合が20%近

くであ るのに対 して,今 回の郵送 票では14%と い くぶん減 ってい る。

なお,前 回(集 団3)の 郵送票では制限す る方 向に回答が変化 してお り,「 いっさい禁止」

と 「不足分だ け使用」 が半数近 くの48%に 達 して いた。前回 の郵送票調 査が行 われた平成



4年11月 は,あ か つ き丸 に よ りプ ル トニ ウムが輸 送 され て いた 時期 に あ た って い る。 ま た,

今 回 の調 査 は平 成7年8～9月 で あ り,高 速 増殖 炉 もん じ ゅの ナ トリウ ム漏 れ 事 故(12月)

以 前 に実 施 され た 。

〈新技術 の導入 〉

この項 目は図4の とお り,集 団2で は学年上が るに したが って,「 環境 への影響がほ と

んどおよぼ さないな ら導入 す る」 が中学3年 の約半数か ら徐 々に減 り,郵 送票で は35%と

な った。 それに代わ って「環境への影響 と経 済的 な面の利害両面 を考慮 して導入を決 める」

が中学3年 の18%か ら郵送票 の28%へ と増 えた。 また,「 環境への影響が現在 よ り少な く

な るな ら導入 する」 は中学3年 で27%が,郵 送票では33%と わずか に増えている。

全体 として環境 に対す る影響 を重視 している回答であるが,学 年が進むにつれて利害両

面 を考慮 す る回答が増えて いる。

ただ し,前 回 の集団3に 対 す る郵送票調査 では,数 値 の変化 はわずかではあ るが,そ の

傾 向が逆転 していた。



6.数 学 の 問題 お よび 解 き方 に つ い て

(24)の1)は 、本調査 の中1と 高2と の学年間共通問題 と して設 け られた。%は 小学校

5年 で学習す る内容 である。同時 に、 日常生 活、 た とえば税金や利子 や物品割引な どで も

よ く使われ るので、 この程度の計算技能は社会人 になって も生活を営 む上で、是非維持 し

てほ しいとい う思 いで出題 して いる。

集団1に ついては1991年 度の中1、 集団2に ついては1992年 度の高2、 集団3に ついて

は1989年 度の高2と 共通項 目で あるので、それ らの結果 とあわせて考察 する。

(24)の2)は 、郵送票の特色 とい うべ き質 問である。学校ではな く自宅で解 くときに、

どうや って解いたか、暗算か、筆算か、電卓 かなどその方法を聞 く質 問である。

郵送票 による公立校卒業生 の正答率 は92%で あ り、1992年 よ りやや低 くはなって いるが、

ほぼ全員 ができてい る。 中1で は正答率 は50%に 満 たないが、高2で は約85%と 高 くな り、

郵送票 は さらに高 くな ってい る。

なお、国立校卒業生の郵送票 によ る正答率は、1992年100%、1995年99%と 極 めて高 い。

公立校卒業生の54%は 暗算 、31%は 筆算、9%は 電卓 で計算 した。1992年 と比較す ると、

暗算が減 り、筆算や電卓 がやや増 えている。解 き方 の男女差 は顕著 であり、男子 は暗算が

71%と 解 き方 の主流であ るが、女子 は逆 に筆算(47%)が 暗算(38%)よ りも多 い。1992

年 と比較す ると、特 に女子 の暗算 は53%か ら38%と 減少 して いる。



国立校卒業生 の81%は 暗算 、13%は 筆算、3%は 電卓 で計算 した。1992年 と比較す ると、

公立卒業生 と同様に、暗算 がやや減 り、筆算や電卓 がやや増 えてい る。解 き方 の男女差 は

1995年 に顕著であ り、男子 は暗算 が91%と 解 き方 の主流 であ り筆算は ごくわずかであ る。

一方
、女子 は暗算が72%、 そ して筆算 は22%と 多 い。



7.理 科の 問題 および 解 き方 につい て

(25)の 理 科の 問題 は,92年 調 査 の(26)の 問題 と同 一問題 で あ る。 また,調 査対 象 とな っ

た集団2は1)の 問題 を,第1年 次(89年 度),第2年 次(90年 度),第4年 次(92年 度),

第5年 次(92年 度)調 査 の計4回 に わたって受 けて いる。 したがっ て,そ れ らの 結果 とあ

わせて 考察 す る ことと す る。た だ し,デ ー タは公立 に在 籍 した者 に限定 した。

(25)1)恒 星 とは どの よ うな もの ですか 。

1.た とえば,地 球の よう に太陽 の ま わ りを回 って いる天 体

2.た とえば,月 のよ うに地球の まわ りを 回って い る天体

3.た とえ ば,金 星 の よ うに太陽 の光 を反 射 して光 って い る天 体

4。 た とえば,太 陽 の よ うに自分 か ら光 を だ して い る天体

5.た とえば,ア ン ドロメ ダの よ うに た くさん の星 の集団

2)1)に 回答 す る た め に,あ な た は ど う しま した か 。

1)に つい て

選択 肢4(正 答)へ の回 答率 は,学 年 が進 む に従 って増加 し,今 回の 郵送 票調 査で は73

%に 達 して いる。郵 送 票調 査の 結果 からは,前 回の92年 調査(集 団3)で は 男性 の正答 率

が84%で 女 性の 正答 率 の69%を 大 き く上回 って いたが,今 回 の調査(集 団2)で は男性 の

正答率 が75%,女 性の 正答 率 が72%で,ほ とん ど差 がな くな ってい る。



2)に つい て

郵送 票調 査 で は,1)に 解答 す るために どの よう に したか を2)で 尋 ねた。92年 調査 お

よび95年 調 査 と もに選 択肢1の 「自分で考 えて 」が最 も多 く,約8割 に達 す る。 男女別 に

み ると,選 択肢1の 「自分 で考 えて 」が男性,女 性 ともに最 も多 い こと は変 わ らないが,

女性で は選 択肢2の 「辞書,辞 典 で調 べた 」と いう解答 が多 く,92年 調 査 お よび95年 調 査

とも約2割 近 くお り,女 性 の方 が 自分で考 える だけでな く,積 極的 に調 ぺ よ うとする態 度

が見受 け られ る。
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III.調 査用 紙 お よび反 応率 一覧

次ペ ー ジか ら12ペ ー ジにわ た って,今 回(95年)の 調 査 に 用 いた 郵送 票 を掲げ る。

また,調 査用 紙 に続 いて,21ペ ー ジにわ たって各 項 目の選 択肢 に対 す る反 応率(%)を

掲 げた。 そ の際,前 回 調査(92年 実 施)で 用 いた項 目に つい ては,「1.調 査の概 要」 に

お いて 指摘 した ように,選 択肢 の変 更 が行 われ た項 目もあ るが,参 考の ため に前 回の結 果

も合わ せて 示 した。

回答 結果 は,回 答者 全員,国 立高 等学校 在籍 者全 員,同 男 性,同 女性,国 立高 等学校 在

籍者全 員,同 男 性,同 女性 の順 に各 選択肢 への 反応 率 を掲 げて いる 。そ れぞ れの 母数 を 次

に示す 。

回答者全員

国立高等学校在籍者全員

〃 男性

〃 女性

公立 高等 学校在籍者 全員

〃 男性

〃 女性

95年 調 査

322名

70

34

36

252

121

131

92年 調 査

288名

94

38

56

194

82

112

また,回 答結 果の各 表中 の数 値 は各選択 肢へ の反 応者 数を それぞ れの母 数 に対 す る百分

率(%)で 表 して いる 。さ らに,「******」 は その 選択 肢へ の回答 者が0(ゼ ロ),あ るい

は該 当 する選択 肢 がな いこ とを示 している 。
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95郵 票ll

理 数 長 期 追 跡 研 究

調 査 票

こ の 調 査 票 の 記 入 の 仕 方

○ 質 問 に 対 す る 回 答 は,す べ て 回 答 欄(各 ペ ー ジ の 右 側 に あ る[])に 番 号

で 記 入 し て 下 さ い。

○ も し も,ど う し て も 答 え た く な い 質 問 が あ れ ば,と ば し て 下 さ い 。

記 入 を 終 え た 調 査 票 の 返 送 に つ い て

記 入 を 終 え た 調 査 票 は,同 封 の 返 信 用 封 筒 に 入 れ て1995年9月20日 ま で に,

国 立 教 育 研 究 所 に ご 返 送 下 さ る よ う お 願 い し ま す 。

こ の 調 査 に 関 す る 問 い 合 わ せ 先

国 立 教 育 研 究 所 科 学 教 育 研 究 セ ン タ ー 科 学 教 育 研 究 室(猿 田)

〒153東 京 都 目 黒 区 下 目 黒6-5-22電 話03(5721)5078

FAXO3(3714)7073

氏名 ふ りがな

旧 姓( )

性 別

生年 月 日

昭和

[コ 年[コ 月[]日

1男2女(1か2の ど ち ら か を,○ で か こ ん で 下 さ い)

現 住 所 ふ りがな

T

電 話 番 号

帰 省 先 住 所(現 住 所 と 同 じ方 は 「同 上 」 と 記 入 して 下 さ い 。)

ふ りが な

T

電 話 番 号

ID
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(1)あ なた の 現 在 の 状 況 につ い て お 聞 き し ます 。 主 な もの を 一 つ だ け 選

ん で 下 さい 。

1.在 職

2.大 学 ・短 大 に 在学 中

3.専 修 学校 ・各 種 学 校 ・職業 訓 練校 等 に在 学 中

4.進 学 を 目指 して 浪 人 中

5.家 事 ・家 業 手 伝 い

6.ア ルバ イ トま た はパ ー ト

7.そ の 他()

(2)現 在 あ な た が職 業 に つ い て い て も,そ れ とは 関 係 な く,職 業 の選 択

につ い て,あ な た の 考 え 方 は どち らに近 い と思 い ます か 。1)～5)

の そ れ ぞ れ につ い て,1～5の あ て は まる番 号 を一 っ 選 んで 下 さ い。

い左 左 ど ど 右 ど
るの のち ち のち

古 考 ら ら 考 ら
つ えか と えか

箋無奏 熱 量
て ば な ば

い

1)経 済 的 にめ ぐ まれ な12

くて も,世 の 中 の た

め に な る職 業 にっ き

た い

2)い そが し くて ゆ っ く

り楽 しむ た め の時 間

が な くて も,自 分 が

そ の こ と に打 ち込 め

る 職 業 につ きた い

3)若 い時 にす こ しは 苦

労 して も,将 来 高 い

地 位 にっ け る職 業 に

つ きた い

い右
るの

さ
つ
に

考
え

て

345

1234

1234

4)安 定 した職 業 で な く1

て も,自 分の 能 力 を

十 分 に発 揮 で き る職

業 に っ き た い

234

世 の 中 の た め に な る

こ とよ り も,経 済 的

に豊 か な生 活 が で き

る職 業 に つ きた い

5仕 事 は 決 ま った 時 間

内 に 終 わ り,楽 しむ

た め の 時 間 を 十 分 持

て る 職 業 にっ きた い

5将 来 高 い 地 位 につ け

る こ とよ り,平 凡 で

も幸 福 な家 庭 をっ く

れ る職 業 につ きた い

5自 分 の能 力 は た とえ

十 分 に発 揮 で きな く

て も,安 定 した職 業

にっ きた い

5)科 学 や 数 学 を必 要 と12345

す る職 業 に つ きた い

科学や数学 を必要 と

しない職業 にっ きた

い

回答欄

□

D

D

D

D

D
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(3)現 在 あ な たが 職 業 につ い て い て も,そ れ とは 関係 な く,自 分 の興 味

や 適 性 か ら考 え て,以 下 の1～17の うち,ど の職 業 が 最 も 自分 に む い

て い る と思 い ます か 。 最 もあ て は ま る番 号 を一 つ 選 ん で下 さ い。

1.事 務 の 職 業(注 文 や 販 売 につ い て の文 書 を っ く った り,給 与 を 計

算 した り,い ろ い ろ な事 務 に従 事す る職 業 。 会 社,工 場,

官 庁,銀 行,郵 便 局,駅 な ど の 事 務 員)

2.販 売 の 職 業(商 品 を仕 入れ た り,客 と応 対 した り して商 品 を 販 売

す る 職 業 。 小 売 店 や 飲 食 店 の店 主,店 員,デ パ ー トの 店

員,セ ー ル スマ ンな ど)

3.サ ー ビ ス の職 業(社 会 の人 々 の生 活 の便 利 を は か って,他 人 に労

力 を 提 供 す る職 業 。 美 容 師,料 理 人,ホ テ ル ・レス トラ

ンな どの 接 客 ・給 仕,ビ ル管 理 人 な ど)

4.保 安 に関 す る 職 業(自 衛 官,警 察 官,消 防 士,警 備 員 な ど)

5.技 能 を生 か す 職 業(訓 練 と経 験 に よ って 技 能 を 身 につ け,そ れ を

生 か す 職 業 。 運 転 手,機 械 の組 立 工,洋 裁 師,技 術 補 助

員 も こ こ に含 まれ る)

6.戸 外 の職 業(戸 外 で 働 く こ とを主 とす る職 業。 農 業,林 業,漁 業

に 関 す る職 業 が そ の代 表)

7.芸 術 や 娯 楽 の 職 業(音 楽 、美 術 、文学 や 映 画 、演劇 、演芸 お よ び スポ
ー ツ 関 係 の職 業 で,特 別 な 才 能 や 修 業 が 必 要 な 職 業 。

音 楽 家,芸 術 家,小 説 家,プ ロ ・ス ポ ー ツ 選 手 な ど)

8.教 員 と して の 職 業(幼 稚 園,小 ・中 ・高 等 学 校,各 種 学 校,そ の

他 の 教 育 施 設 にお い て,教 育 に従 事 す る職 業)

9.自 然 科 学 系 の 大 学 教 官 お よ び 研究 老

10.人 文 ・社 会 科 学 系 の 大学 教 官 お よ び 研 究 者

11.技 術 者 と して の職 業(専 門 的,科 学 的 な 知 識 を応 用 して,科 学 的,

技 術 的 な業 務 に従 事 す る者 で,電 気,機 械,土 木,そ の

他 の 技 術 者 な ど)

12.医 療 保 健 技 術 者 と して の 職 業(医 師,歯 科 医 師,薬 剤 師,看 護 婦,

栄 養 士 な ど)

13.社 会 福 祉 に関 す る 職 業(保 母 ・保 父,社 会 福 祉 指 導 員 な ど)

14.そ の 他 の 専 門 的職 業(裁 判 官,公 認 会 計 士,新 聞 記 者,宗 教 家,

マ ス コ ミな ど)

15.家 事

16.ボ ラ ンテ ィア 活 動

17.そ の 他()

(4)現 在 職 業 につ い て い る方,ま た は,職 業 が 決 ま った 方(内 定 者 を含

む)の み,答 え て 下 さ い。

問 い(3)に あ げ た1～17の 職 業 の うち,自 分 の 職業 に最 も近 い 職 業

は どれで す か。 あ て は まる番 号 を一 つ 選 ん で 下 さい。

(5)現 在職 業 につ い て い る 方 の み,答 え て 下 さい 。 現 在 の 職 業 に対 す る

評 価 は どの よ うで す か。 最 もあ て は ま る番 号 を一 つ 選 ん で 下 さ い。

1.希 望 の 職 業 で あ り,内 容 も満 足 して い る

2.希 望 の 職 業 で は なか っ たが,内 容 は満 足 して い る

3.希 望 の 職 業 で あ っ たが,内 容 に は満 足 して い な い

4.希 望 の 職 業 でな二,内 容 に も満 足 して い な い

D

D

D
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以 下 の(6)～(13)の 質 問 には,大 学 ・短 大 ・専 修 学 校 等 に在学 中 ,

また は,進 学 す るつ も りの 方 の み 答 え て 下 さ い。

(6)大 学 ・短 大 ・専 修 学 校 等 で の あ な た の 専 攻 は,次 の どの領 域 に入 り

ます か(進 学 予 定 を含 む)。 最 もあ て は ま る番 号 を一 っ 選 ん で 下 さい 。

1.

4.

7.

10.

13.

16.

17.

18.

理学系

農林水産系

商学経済系

語学系

保育系

2.工 学 系

5.教 員 養 成 系

8.文 学 系

11.体 育 系

14.家 政 系

コ ンピ ュー タ ・情 報 処 理 系

サ ー ビス 系(調 理 師、理 美 容 師)

そ の 他()

3.医 歯 薬 学 系

6.法 学 系

9.芸 術 ・音 楽 ・工 芸 ・書 道 系

12.医 療 技 術 ・看 護 系

15.商 業 実 務 系(簿 記 な ど)

(7)学 校 は どの 基 準 を最 も優 先 させ て 決 め ま したか,ま た は,決 め ます

か 。 最 もあ て は ま る番 号 を一 つ 選 ん で 下 さ い。

1.総 合 的 な 学 業 成 績 に適 して い る

2.校 風 が 好 きで あ る

3.希 望 の 専 攻(学 科 な ど)が あ る

4.希 望 の 職 業 に つ くの に有 利 で あ る

5.自 宅 通 学 が 可 能 で あ る,ま た は,自 宅 に近 い

6.そ の 他()

(8)専 攻 は どの 基 準 で決 め ま した か,ま た は,決 め ます か。 最 もあ て は

ま る番 号 を一 つ 選 ん で 下 さい。

1.成 績 の 良 か った 科 目 に関 連 した専 攻

2.興 味 の あ った(好 きな)科 目に関 連 した専 攻

3.成 績 も良 く,好 きで あ った 科 且に 関連 した専 攻

4.希 望 の職 業 に関 連 した 専 攻

5.そ の 他()

(9)現 在 在 学 中 の 方 の み,答 え て下 さい。 現 在 の 専 攻 に対 す る評 価 は ど

の よ うで す か 。 最 もあ て は ま る番 号 を 一 つ 選 ん で 下 さい 。

1.希 望 の 専 攻 で あ り,内 容 も満 足 して い る

2.希 望 の 専 攻 で は な か った が,内 容 は 満 足 して い る

3.希 望 の 専 攻 で あ ったが,内 容 には 満 足 して い な い

4.希 望 の 専 攻 で虹,内 容 に も満 足 して い ない

0

0

0

0
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(10)あ な た は 大学 ・短 大 ・専 修 学 校 等 で 数 学 を受 講 しま したか,ま た は,

受 講 します か。 あ て は ま る番 号 を一 っ 選 ん で 下 さい。3の 「受 講 しな

い 」 と4の 「わか らな い 」 を 選 ん だ 方 は,(12)に 進 ん で 下 さ い。

1.一 般 教 育 科 目で だ け 受 講

2.専 門教 育 科 目で も受 講

3.受 講 しな い

4.ま だ わ か らな い

(11)あ な た は大 学 ・短 大 ・専 修 学 校 等 で 数 学 を何 の ため に勉 強 しま した

か,ま た は,勉 強 します か 。 最 も あ て は ま る番 号 を一 っ 選 ん で 下 さ い。

1.数 学 の大 切 な 考 え 方 を身 につ け る た め

2.数 学 は試 験(資 格 試 験,入 社 試 験 な ど)に 役 に立 つ か ら

3.数 学 は社 会 の い ろい ろ な面 で 役 に立 っか ら

4.数 学 が 必 修 で あ るか ら

5.そ の他()

(12)あ な た は 大学 ・短 大 ・専 修 学 校 等 で 自然 科 学(数 学 関係 の 科 目を除

く)を 受 講 しま した か,ま た は,受 講 し ます か。 あ て は ま る番 号 を一

っ 選 ん で 下 さい。

1.一 般 教 育 科 目で だ け受 講

2.専 門教 育 科 目で も受 講

3.受 講 しな い

4.ま だ わ か らな い

(13)あ な た は 大 学 ・短 大 ・専 修 学 校 等 で 自然 科 学 を何 の ため に勉 強 し ま

した か,ま た は,勉 強 します か 。 あ て は ま る番 号 を一 つ 選 ん で 下 さい。

1.自 然 科 学 の 考 え 方 を知 る こ とが 大 切 だ か ら

2.自 然 科 学 は 社 会 の い ろ い ろ な面 で 役 に立 つ か ら

3.自 然 科 学 を 勉 強 す る と,考 え る力 が っ くか ら

4.自 然科 学 は 試 験(資 格 試 験,入 社 試 験 な ど)に 役 に立 つ か ら

5.自 然科 学 が 必 修 で あ る か ら

0

0

0
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llこれ以降の問 いには全 員が答 えて下 さい.

(14)テ レビや ラ ジ オ な どの 科 学 や 数 学 に 関す る番 組 を 見 た り,

し ます か。 あ て は まる 番 号 を一 つ選 ん で 下 さい。

1.

2.

3.

4.

5.

ほ とん ど毎 日

週 に2,3回 程 度

週 に1回 程 度

月 に1回 程 度

ほ とん ど 見 た り聞 い た り しな い

聞 い た り

(15)あ な た は,科 学 や 数 学,コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 雑 誌(サ イ エ ン ス,

科 学 朝 日,ア ス キ ー,Oh!PCな ど)を 読 み ます か 。 あ て は ま る 番 号 を

一 つ 選 ん で 下 さ い 。

1.

2.

3.

定期的 に読む

自分の関心が あるテーマが掲載 された ときだ け読む

読 まない

(16)本 や 新 聞 な ど の 中 に,科 学 や 数 学 に 関す る こ とが らが 出 て きた と き,

あ な た は ど う します か 。 あ て は まる番 号 を一 つ 選 ん で 下 さい 。

1.ほ と ん ど 毎 回 読 む

2.た ま に 読 む

3.読 ま な い

(17)あ な たが 学 校 で 学 ん だ 理 科 や 数 学 の知 識 は,現 在,職 業 あ る い は 家

庭 生 活 の 中 で 役立 って い ます か。 あ て は まる 番 号 を一 っ 選 ん で 下 さい 。

1.役 立 っ て い る

(も し具 体 例 が あ れ ば,書 いて 下 さ い。)

2.役 立 っ て い な い

3.ど ち ら と も い え な い

□

□

0
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(18)あ なた は,現 在,電 卓 を どの程 度使 用 して い ます か 。 あ て は ま る番

号 を一 つ 選 ん で 下 さ い。

1.ほ とん ど 毎 日

2.週 に2,3回 程 度

3.週 に1回 程 度

4.月 に1回 程 度

5.ほ と ん ど 使 用 して い な い

(19)あ な た は,現 在,コ ンピ ュー タを ど の程 度 使 用 して い ます か 。 ただ

し,ワ ー プ ロ と して の 使 用 の み は除 き ます 。 あ て は ま る番 号 を一 つ 選

ん で 下 さ い。

1.ほ とん ど毎 日

2.週 に2,3回 程 度

3.週 に1回 程 度

4.月 に1回 程 度

5.ほ とん ど使 用 して い な い

(20)あ な た は,現 在,ワ ー プ ロ を どの程 度使 用 して い ます か 。 ただ し,

コ ンピ ュー タを ワー プ ロ と して使 用 して い る 場 合 を含 み ます 。 あ て は

ま る番 号 を一 つ 選 ん で 下 さい。

1.ほ とん ど毎 日

2.週 に2,3回 程 度

3.週 に1回 程 度

4.月 に1回 程 度

5.ほ とん ど使 用 して い な い

(21)あ なた は,職 場 や 学 校,地 域,家 庭 な どで,ス ポー ツや 趣 味,ボ ラ

ンテ ィア な どの活 動 を どの 程 度 行 って い ます か。 個 人 で 行 う活 動 を 含

み ます 。 あ て は ま る 番 号 を一 つ 選 んで 下 さ い。

1.行 っ て い る

2.行 っ て い な い

1.行 って い る場 合,そ の

活 動 の 具 体 的 名 称 を 右 の 表 に

記 入 して 下 さい 。

運 動 ・ス ポ ー ツ 関 係

美 術 ・音楽関係

ボ ランテ ィア活動

科 学 ・数 学 ・コンビ ュ汐 関 係

そ の他

具体的名称
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(22)次 の1)～30)の こ と に つ い て 、 あ な た ご 自身 の 意 見 を お 尋 ね し ます 。

あ な た が 各 記 述 につ い て も し

そ う だ と思 う と き は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(肯 定)・ …1

ど ち ら か と い え ば そ うだ と 思 う と き は ・ ・ …(や や 肯 定)・ ・2

ど ち ら と も い え な い と き は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(中 立)・ …3

ど ち ら か とい え ぱ そ うで は な い と 思 う と き は ・ ・(や や 否 定)・ ・4

そ うで は な い と 思 う と き は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(否 定)・ …5

の 番 号 を 一 つ 選 ん で 、 回 答 欄 に 記 入 して くだ さ い 。

1)学 校で よい教 育 を受 け てお くこ とは、 大切 で あ る。

2)科 学 の発 明 は、 世 の 中 を あ ま りに も複 雑 に して きた。

3)男 子 は女 子 よ りも よ り多 く自然 科学(数 学や 理 科)に つ い て知 って い

る必要 が あ る。

4)科 学 関 係 にお 金 を使 うこ とは、 十 分 に価値 が あ る。

5)数 学や 科学 は、 国 の 発展 に とって非 常 に重要 な もので あ る。

6)学 校 で電 卓 を使 えば 、 実 際 の複 雑 なデ ー タを使 った勉 強 もす る こ とが

で きた と思 う。

7)科 学 の た め に、世 界が だ ん だ ん破 壊 されて い く。

8)人 の成 功不 成 功 は 運 しだ いで あ る。

9)職 業 につ くには、 数 学 や 科学 をよ く知 って い る こ とが 大 切 であ る。

10)自 然科 学(数 学や 科 学)は 、 日常 生活 の問 題 を解 決す るの に役立 つ。

11)数 学や 科学 を よ く身 につ けれ ば、 一 層 生活 が 豊 か にな る。

12)字 が きれい な こ とは、 社 会 に 出た とき有利 であ る。

13)コ ンピ ュー タは ほ とん どすべ ての 問題 を人 間が や る よ りも上 手 に解 決

す る。
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14)一 所懸 命 に努 力 す れ ばだ れ で も成 功 で きる。

15)も の ご とを つ きつ め て考 えて い く こ とが 好 きだ 。

16)女 子 も男子 も同 じ程 度 に専 門 的 な 職業 につ く必要 が あ る。

17)そ ろば ん を使 う と、 数 の しくみ が よ くわか るよ うにな る。

18)こ れか らは どの職 業 に も数学 や 科 学 の 知識 が 必要 とな るで あ ろ う。

19)男 子 は女子 よ りも科 学 者 や 技術 者 にむ い て い る。

20)一 般市 民で も、 国 の 政策 に影響 を与 え る こ とが で きる。

21)学 校 で の数学(算 数)は 、学 習す る 内容 が 多す ぎた と思 う。

22)こ れか らは、 だ れ で もコ ンピ ュー タ につ いて 、 なん らか の勉 強が 必 要

にな るで あ ろ う。

23)こ の世 か ら戦 争 を な くす こ とは不 可 能 で あ る。

24)国 は、科 学 関係 の 研 究 に も っ とお金 をか け るべ きで あ る。

25)男 子 は 女子 よ り生 れっ き数学 的科 学 的 能力 を も って い る。

26)こ の世 の 中 の神 秘 的 な こ とが らも、 い つ か は科学 が そ の秘 密 を解 き明

か す で あ ろ う。

27)科 学 的 な発 見 は、 益 よ り害 を多 くもた らす。

28)世 の 中 の問 題 の 多 くは、 科学 と技 術 が 原因 とな って い る。

29)女 子 も男子 も 同 じ程 度、 科 学 に興 味 を持 ってい る。

30)学 校 での 理科 は、 学 習す る 内容が 多す ぎた と思 う。
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(23)次 の1)～5)の 各記 述 に対 して あ な たの 考 え に最 も近 い意 見 を、

そ れぞ れ1～5の 中 か ら一 つ だ け選 ん で下 さい 。

1)あ なたの考える科学の研究の主要 な 目的は次の どれに最 も近いですか。

1,自 然 界 にお け る絶 対 的 な真 理 を 見 い 出す こ と。

2.自 然現 象 を、原 理 や 理 論 を使 って解 析 した り説 明 した りす る こ と。

3.自 然 界 につ い て、 で き るだ け多 くの事 実 を発 見 した り、 収 集 した り、

分析 す る こ と。

4.世 界 の 人ぴ と に、 よ り幸福 な生 活 が で きる よ うな 手段 を与 え る こ と。

5.世 界 をよ り技 術 的 に進 歩 させ る こ と。

2)科 学 技 術の 進 歩 に ともな って、 た とえば 、食 品 の 包装 で も、 プ ラ スチ

ック容 器 を使 う こ とで手 軽 にな り、 衛生 状 態 もよ くな って 、 生 活水 準 が

向上 して きま した。 そ の反 面 、 各家 庭 か らさ まざ まな 「ごみ 」 が 出 され 、

そ の結 果 、 大 気や 河 川 な ど の環境 汚 染 が 広が って い ます 。 この 対 策 と し

て、 あ なた が最 も よい と思 うもの は どれ です か。

1.ご み は家 の 外 に 出 さず 、外 出時 の ごみ な ども持 ち帰 って 各家 庭 で燃

や した り埋 め た り、 リサ イ クル した り して 自分で処 理 す る。

2.外 に出す ごみ の種 類 を燃 え な い ごみ な ど に制 限 し、 そ の 量 も必 要 最

少限 に して、そ の 他 の ごみ は 自分で 処理 した り、リサ イ クル す る。

3.現 状 は が まんす るが、今 の 生 活水 準 をお とさな いよ うに して 、ごみ に

よ る環 境 汚染 を減 らす 研究 や 方 策 を義 務づ ける。その こ とに よ って、ご

み 処理 料 金 が 高 くな った り、 各 家庭 の手 間が 増 え るの はや む をえ な い。

4.現 状 く らいが よ い。

5.生 活 水準 が 高 くな れば 、 さま ざ まな ごみ が増 え る の は当 然 であ り、

も っ と快 適 な生 活 をめ ざ した 方が よい。 そ の ため に現 在 よ りごみ によ

る環境 汚 染 が増 え るの は あ る程 度 しか たが ない。

□
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3)電 力の需要がふえ、原子力発電が行われるよ うにな りましたが、事故

による放射能漏れや放射性廃棄物の処理などの問題が表面化 して きま し

た。 当面の対策 と して、あなたの意 見に最 も近いものは どれですか。

1.原 子 力発 電 はい っさい 禁 止 し、 電 力 は他 の エ ネル ギ ー源 で まか なえ

る 分だ け とす る。

2.他 の エ ネル ギ ー源 を総 動 員 し、 そ れ で も不 足す る分 だ け原 子 力発 電

を許 可 す る。

3.原 子 力 発電 所 の数 を現 状 くらい に してお き、電 力 需 要が 増 えて も原

子 力発 電 所 は これ以 上 増 や さな い。

4.原 子 力 発電 の割 合 を現 状 くらい に してお き、 電力 需 要が 増 えた ら原

子 力発 電 所 も増 や す。

5.火 力発 電 な ど によ る環 境 問 題 を 大 き くしない た め に も、原 子 力発 電

は今後 のエ ネ ルギ ー 源 の主 力 と して も っと開 発 を 急 ぐ。

4)現 在 の技 術 には環 境 へ 大 きな影 響 を お よぼす もの が あ りますが 、 も し

将来 、 あ る新 技 術 を導 入す る か ど うか を決 め る と した ら、 どの基 準 で判

断す るのが 最 も適 当だ と思 い ます か 。

1.新 技 術 は環 境 に 少 なか らず 未 知 の 影響 をお よぼ す の で、 導 入 は一 切

しな い。

2.そ の 新技 術 が 、 自然破 壊 な どの環 境 へ の影響 や 公 害 を ほ とん どお よ

ぼ さな い と思 わ れ る程 度 な ら導 入す る。

3.そ の新 技術 で 、 環 境へ の影 響が 現 在 よ りも少 な くな る と考 え られ る

な ら、経 済 的 に少 々高 くつ いた と して も導 入す る。

4.個 々 の新 技術 につ い て 、環 境 へ の影 響 と経 済 的 な面 な ど 多方 面 での

人 間 の得 る利益 を考 え あ わせ て、 導 入す る か ど うか を決 め て い く。

5.そ の 新技 術 で、 エ ネル ギ ーや 経 済 的 な面 な どい ろ い ろな面 で人 間 の

得 る利 益が 大 きけれ ば 、 現 在 よ り環境 へ の影 響 が 少 々大 き くて も導 入

す る。

□

□
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(24)次 の問 い に答 え て下 さ い。

1)125の20%は い く らで す か。 あ て は まる番 号 を一 つ 選 ん で下 さい。

1.6.252.12,503.ユ 旦4.2旦5.量 Ω

2)1)に 回答す るた め に、 あな た は ど う しま した か。 あ ては まる番号 を

一 っ選 ん で下 さい
。

1.暗 算 で 計算 した

2.筆 算 で 計算 した

3.電 卓 で 計算 した

4.お よそ の数 で 計 算 した

5.そ の他( )

(25)次 の問 い に答 えて 下 さ い。

1)恒 星 とは どの よ うな もの です か。 あ て は ま る番 号 を一 っ 選 んで 下 さい。

1.た とえ ば、 地 球 の よ う に太 陽 の まわ りを回 って い る天体

2.た とえ ば、 月の よ うに地球 の まわ りを回 って い る天 体

3.た とえば、 金 星 の よ うに太陽 の 光 を反 射 して 光 って い る天 体

4.た とえば、 太 陽 の よ うに 自分か ら光 を 出 して い る天 体

5.た とえば 、 ア ン ドロメ ダの よ うにた くさ んの 星 の集 団

2)1)に 回答す るた め に、 あ な たは ど う しま したか 。 あ て は まる番 号 を

一 つ 選 んで 下 さい
。

1.自 分 で 考 えた

2.辞 書 、 事典 で 調べ た

3.昔 の教 科書 で 調 べ た

4.他 の 人 に聞 い た

5.そ の他( )

0

0

0

0

匹 で質問は終 わ りです.ご 協力あ りカ・とうございまし司
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